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夜明けの見どころ 

ペンテコステの日 

「五旬節の日、信者たちは皆、一つの場所に集ま
っていた。すると突然、天から激しい暴風のよう
な音がして、彼らが座っていた家全体を満たした
。そして、炎のような、あるいは火の舌のような
ものが現れ、一人一人の上に留まった。すると、
そこにいた人々はみな聖霊に満たされ、聖霊が彼
らに与えた力によって、異国の言葉で話し始めた

。」 

使徒行伝 2:1-4 

キリスト教世界では、一般的に三つの傑出した出
来事が信仰の基盤として認識されている。すなわ
ち、母マリアによるイエスの奇跡的な誕生、カル
バリの十字架におけるイエスの死、そして「三日
目」に神の霊的な性質へと復活したイエスである
。 キリスト教徒にとって極めて重要な第四の出来
事がある。しかし、それは本来あるべきほど深く

評価されていない。それは、イエスの復活から50

日後に起こった「ペンテコステの日」である。本
稿では、キリスト教信仰の歴史におけるこの特別
な日の起源、背景、そして何よりもその意味につ
いて考察することを目的とする。 

「ペンテコステ」という言葉は聖書の中でわずか3

回しか見られず、ギリシャ語であるため、新約聖
書にのみ登場します。最もよく知られている用例
は、冒頭の聖句に見られます。 この言葉は、後に
使徒行伝20章16節でも用いられています。「パウ
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ロは、アジアで時間を費やすことを避けたかった
ため、エフェソを して航海することを決めていた
。なぜなら、もし可能であれば、ペンテコステの
日にエルサレムに到着したいと急いでいたからで
ある。」 この言葉の最後の用例は、コリント人へ
の第一の手紙16章8節にあります。「私はペンテコ
ステの祭りの間、ここエフェソに留まるつもりで
す。」これら後者の二つの箇所からは、ペンテコ
ステが、使徒行伝第2章に記されている聖霊の降臨
に関する注目すべき出来事以上のものだったこと
が示唆されています。ペンテコステは、旧約聖書
に記述されているユダヤ人の祭日の一つとしてそ
の起源を持っています。 

旧約聖書の祭り 

新約聖書の時代に「ペンテコステ」として知られ
るようになったものは、イスラエルの三つの年次
祭りの一つであった。旧約聖書では、それは「収
穫の祭り」と「七週の祭り」という二つの名称で
呼ばれていた。出エジプト記23章14～16節では、
「収穫の祭り」という名称で次のように記されて

いる。 「あなたは一年に三度、わたしのために祭
りを祝わなければならない。あなたは種なしパン
の祭りを祝わなければならない……。また、収穫
の祭り［ペンテコステ］、すなわち、あなたが畑
に蒔いた労働の初穂を祝わなければならない。そ
して、年の終わりに、あなたが畑から労働の成果
を収穫した時の、収穫の終わりの祭りを祝わなけ
ればならない。」 

この祭について言及されているのは、申命記16章9

節、10節、16節でもあり、そこでは「七週の祭り
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」と呼ばれています。「収穫の時期に穀物の刈り
取りを始めた日から七週間を数えなさい。そして
、あなたの神、主を称えるために収穫の祭りを祝
いなさい。 主から受けた恵みに応じて、自発的な
献げ物を主のもとに持って来なさい。……イスラ
エルのすべての人は、毎年、この三つの祭り、す
なわち、種入れぬパンの祭り、収穫の祭り、仮庵
の祭りを祝わなければならない。これらの各 の機
会に、すべての人は、主なるあなたの神が選ばれ
る場所に現れなければならない。しかし、主への
献げ物なしに、主の前に現れてはならない。」 七
週の祭りは、出エジプト記34章22節と民数記28章
26-31節の2か所でも言及されている。 

レビ記第23章では、五旬節がいつ行われたのか、
その目的、そしてなぜ「収穫の祭り」と「七週の
祭り」という二つの名称で呼ばれたのかについて
、詳細に説明されています。5～7節には次のよう
に記されています。「第一の月の十四日の夕べは
、主の過越の祭りである。 また、その月の十五日
は、種入れぬパンの祭りである。……初日［種入
れぬパンの祭りの初日――第一の月の十五日］に
は、聖なる集会を開かなければならない。その日
には、いかなる労役もしてはならない。」 この「
種入れぬパンの祭りの初日」は、「聖なる集会」
、すなわち特別な安息日となるべきものでした。
安息日とは、イスラエル人が労役を行わない日で
した。この場合、それは毎週の第七日の安息日で
はなく、特別な安息日、すなわち主への聖なる集
会でした。 
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レビ記23章10節、11節を続けて読むと、「イスラ
エルの子らに告げて、彼らに言え。あなたがたが
、わたしがあなたがたに与える地に入り、その収
穫を刈り入れるとき、あなたがたは収穫の初穂の
束を祭司のもとに持って来なければならない。祭
司はそれを主の御前で揺り動かして、あなたがた
のために受け入れられるようにする。安息日の翌
日に、祭司はそれを揺り動かす。」 イスラエルの
穀物収穫の初穂であるこの束、あるいは一握りの
穀物を「揺り動かす」ことは、前述の通り、15日
である特別な安息日の「翌日」、すなわち第1月の
16日に行われることになっていた。 

レビ記23章15、16節には次のように記されている
。「安息日の翌日、すなわち、あなたがたが特別
な供え物として捧げる穀物の束を携えて来る日（
第一の月の16日）から、七つの完全な週（49日）
を数えなさい。 七番目の安息日の翌日、すなわち
50日後まで数え続けなさい。そして、主への新し
い穀物の供え物をささげなさい。」この50日目は
「七週の祭り」、すなわち「収穫の祭り」であっ
た。この祭りが「七週の祭り」と呼ばれるのは、
祭りの日が、初穂の束がささげられた時から7週間
と1日を数えて決定されたためである。 さらに、ギ
リシャ語の「ペンテコステ」は「50日目」を意味
します。ユダヤ暦の各年の計算方法によって、ペ
ンテコステの日付は5月下旬から6月上旬の間で変
動することがあります。レビ記23章の計算に基づ
くと、今年のペンテコステに相当する日付は2026

年5月23日でした。  
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イスラエルの祭りの目的 

このイスラエルの祭りは、収穫の初穂に対して神
に感謝を捧げる祝祭であり、そのため「収穫の祭
り」という別名も持っています。これは特別な収
穫でした。野菜や果物の収穫ではなく、穀物、具
体的には小麦の収穫でした。この収穫の初穂は神

に捧げられました。この祭り期間中、多くの供え
物が捧げられました。 全焼のいけにえ、穀物のい
けにえ、酒のいけにえ、罪のいけにえ、そして平
安のいけにえなどがあり、これらはすべて、小麦
の収穫に対する神への感謝の祝いのために捧げら
れたものでした。レビ記23章16～20節 

この祭りの特別な供え物として、「新しい穀物の
供え物」が定められていた（16節参照）。この供
え物については、レビ記23章17節に次のように記
されている。「あなたがたは、それぞれの住む地
（ ）から、上等の小麦粉で作った、酵母を入れた
パン二個を携えて来なければならない。これらは
主への初穂である。」 イスラエル人は、小麦の収
穫の初穂から作ったパン二個をささげるべきであ

った。これらのパンは、収穫の恵みに対する感謝
と、主への献身として、主の御前で揺り動かされ
ることになっていた。 五十日前に、彼らは神の前
で捧げ物を揺り動かしたが、それは初穂のほんの
一握りに過ぎなかった。今や彼らは小麦の収穫を
本格的に始め、収穫したばかりの穀物で作った二
つのパンを主への捧げ物として持ち寄った。彼ら
の収穫は、すべての小麦が集められるまで続くこ
ととなった。 
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新約聖書との関連 

イスラエルの収穫の祭り、すなわち七週の祭りに
詳しく触れる理由は、それが新約聖書のペンテコ
ステと具体的に結びついているからである。まず
、この祭りの時期の対応関係に注目しよう。 先に
引用したレビ記23章5節にあるように、第一の月の

14日はイスラエルの過越の祭りであった。新約聖
書において、これは「世の罪を取り除く神の小羊
」である、より偉大な過越の小羊としてのイエス
の死に対応する。 （ヨハネ1:29）。イエスの死は
、まさにこの同じ日に起こりました。再びレビ記
23章10節、11節を参照すると、その2日後の第一の
月の16日、初穂の束、すなわち一握りの穀物が主
の前で揺り動かされました。これは、過越の小羊
としての死から2日後に起こったイエスの復活に対
応しています。 イエスが予告された通り、イエス
はユダヤ暦による第一の月の14日の一部、15日全
日、そして16日の一部、計三日の間、墓におられ
ました。マタイ16:21；ルカ9:22 

使徒パウロは、コリントの信徒への手紙第一15章

20節で、イエスは「眠りについた者たちの初穂」
であると述べました。イエスは初穂の束、すなわ
ち一握りの初穂であり、神の力強い御力によって
死からよみがえり、永遠の命を得た最初の人でし
た。 （コロサイ人への手紙1:18）。この初穂の束
を「揺り動かす」という象徴的な行為は、イエス
の贖いの犠牲が神に受け入れられたことを示して
おり、その結果として、神の力によってイエスは
死からよみがえられました。最後に、初穂である
イエスの復活から七つの安息日と一日、すなわち
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五十日を数えると、使徒行伝第2章に記されている
ように、五旬節の日に至ります。 

イスラエルの祭りが小麦の収穫の初穂を神に捧げ
るものだったのと同様に、ペンテコステの日は、
より偉大な初穂、すなわち「霊的な小麦」を神に
捧げることを包含していました。忠実なクリスチ

ャンから成る教会は、初穂の群れの一部として含
まれることになっていたのです。 イエスは初穂の
クラスの「最初」の方でしたが、ヤコブの手紙1章
18節に述べられているように、教会もまた「ある
種の初穂」なのです。 黙示録の著者ヨハネも、黙
示録14章4節において、忠実なクリスチャンたちを
「初穂」として言及しており、彼らを「人間の中
から贖われ、神と子羊への初穂となった者たち」
と描写している。この教会の奉献はペンテコステ
に始まり、そこでは教会が天の父の前に、神に捧
げられたものとして象徴的に掲げられ、示された
のである。 

ペンテコステの日は、神の計画における三つの極
めて重要かつ決定的な出来事の集大成でした。第

一は、イエスが十字架上でアダムの身代金として
死なれた際に支払われた贖いの代価です。 （テモ
テへの手紙第一 2:5,6）。 これら傑出した出来事の
第二は、神の力強い御力によるイエスの復活でし
た。（エフェソの信徒への手紙 1:19-21）。第三は
ペンテコステの日、すなわち、将来の教会が天の
父に献げられた日でした。 
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ペンテコステの日 

ペンテコステの日を取り巻く出来事は数多い。そ
れは単に聖霊が教会に臨んだ日というだけではな
い。確かにそのような出来事はあったが、その恵
みは当時そこにいた人々だけでなく、それ以来の
全期間を通じて、自分の人生を神に受け入れられ

る形で献身した人々にも及んでいる。 

イエスに生涯を捧げていた、上階の部屋に集まっ
た120人の弟子たちにとって、ペンテコステの日は
多くのことを意味していました（使徒行伝1:15）。
それは、神が彼らによる神への献身を受け入れら
れたことを意味しました。それは、彼らが今や神
の御前で義と認められたことを意味しました。そ
れは、今こそ彼らの犠牲の生活が始まることを意
味し、また、聖霊による新生が成し遂げられたこ
とを意味しました。 その結果、彼らは今やキリス
ト・イエスにある新しい被造物となるのです。ロ
ーマ5:1；12:1；ペテロ第一1:3；コリント第二5:17 

ペンテコステの日は、今日に至るまで、すべての
真のクリスチャンにとって極めて重要な意味を持

っています。それは、「キリスト・イエスにある
神の尊い召し」の始まりを告げるものでした（ピ
リピ3:14）。また、ペンテコステは、教会という集
団が、神の「王なる祭司」となるべく、油注ぎ、
すなわち奉献を受けたことを示すものでもありま
した。 （ペテロの手紙第一 2:9）。それは、その祭
司職の将来の構成員となる一人ひとりが、上階の
部屋で人々が受けていたもの――すなわち、神に
よる彼らの献身の受け入れ、義認、犠牲の始まり
、そして聖霊による新生――を受ける機会が今や
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開かれたことを示していました。ペンテコステ以
来、王なる祭司職の将来の構成員は皆、当時起こ
った出来事によって、その同じ関係に入っていま
す。 

ペンテコステにおいて、教会を起点として、人間
を神との調和と恵みの関係へと回復させるプロセ

スが始まったと言ってもよいでしょう。実際、ペ
ンテコステの日は、イエスによって提供された身
代金の恵みを、神が人類に帰属させてくださった
ことの、人類に対する最初の外的な証拠でした。
ローマ人への手紙 4:16-25 

聖霊 

聖霊の注ぎを理解することは、ペンテコステの完
全な意義を把握する上で鍵となります。聖霊とは
何でしょうか。一般的に言えば、聖霊とは神の見
えない力と影響力です。それは常に存在してきま

した。神は永遠から永遠までおられるので、神の
力と影響力、すなわち聖霊もまた、永遠から永遠
まで存在します。 

しかし、献身的なクリスチャンにとって、聖霊に
はさらに深い意味があります。彼らにとって、聖
霊とは、「キリストにある」彼らの新しい命に命
の火花を与え、養い、支配する、神の聖く正しい
影響力と力であると定義できます（Ⅱコリント5:17

）。「霊」という言葉はギリシャ語の「プネウマ
（pneuma）」に由来し、「息」を意味します。 ク
リスチャンにとって聖霊の定義を簡潔に言えば、
それは肉体の「命の息」に例えることができます
。肉体には物理的な命の息が必要です。もしその
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息が肉体から奪われれば、数分以内に死んでしま
います。同様に、聖霊――すなわち神の聖なる、 

（神の性質にふさわしい）義なる影響力――がな
ければ、キリストにあるクリスチャンの新しい命
は生き続け、発展し、成熟へと成長することはで
きません。 

ペンテコステにおける聖霊 

使徒行伝第2章は、聖霊の賜物に関するペンテコス
テの日の出来事を記しています。2～4節には次の
ようにあります。「すると、天から激しい風の吹
き荒れるような音がして、彼らが座っていた家全
体に響き渡った。そして、炎のようなもの、ある
いは火の舌のようなものが現れ、一人一人の上に
留まった。 そして、そこにいた人々はみな聖霊に
満たされ、聖霊が彼らに語らせるままに、異言を
語り始めた。」 

なぜ神は、聖霊の賜物として、「天からの音」、
「激しい風の吹き荒れるような音」、「炎や火の
舌のようなもの」、そして異言を話すことといっ
た、このような外的な現れを与えられたのでしょ

うか。これには二つの理由がありました。  

第一に、それはそこにいた人々への証しでした。
この記述には、「天の下のあらゆる国から、敬虔
なユダヤ人がエルサレムに滞在していた」とあり
ます。多くのユダヤ人が、祭りの日であったため
エルサレムを訪れていました。聖霊の注ぎによっ
て使徒たちが働かされ、異言を語り始めた（ある
いは、異言が理解され始めた）とき、それはそこ
に集まっていたすべての人々への証しとなったの
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です。（使徒行伝2:5,6） 多くの人々は驚き、これ
らの出来事が何を意味するのかと不思議に思いま
した。他の人々は、使徒たちが酔っているのだと
非難しました。これを受けてペテロは立ち上がり
、群衆に向かって語りかけました。彼は預言者ヨ
エルと詩篇を引用し、イエスを中心とした神の計
画について美しい証しをしました。（使徒行伝
2:12-40）。その証しの結果は、使徒行伝12:41に記
されています。 「その日、三千人ほどが彼らに加
わった。」 

第二に、ペンテコステにおける聖霊の賜物は、神
の被造物の中でかつて見られなかったような、神
の力と影響力の現れであった。この力は、使徒た
ちに様々な「賜物」が与えられたという点で、特
別な形で彼らに宿った。 使徒パウロは、コリント
人への手紙第一12章28-30節において、これらの賜
物の一部を次のように挙げています。「癒しの賜
物、助ける賜物、統治する賜物、異言の賜物……

奇跡を行う者」。 これらはすべて、初期教会と使
徒たちの権威を確立するために与えられた、聖霊
の外的な賜物の一部でした。それらは、彼らに対
する神の力と影響力の驚くべき現れであり、彼ら
に代わって神の権威を明らかにするものでした。 

より大きな意義 

これらの現れがいかに非凡であり、賜物がいかに
刺激的であったとしても、また一日で三千人の新
たな信徒が加わったとしても、これらはいずれも
ペンテコステの最も重要な意義ではありませんで
した。ペンテコステのより大きな意味は、聖霊の
主要な働き、すなわち内面的な働きに関わるもの
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でした。この働きは人の目には見えませんでした
。実際、それは「キリストの体」を構成する一人
ひとりの信徒の中に、「新しい被造物」としての
いのちを育む働きであったのです。 コリント人へ
の手紙第一 12章27節 

ペンテコステの日に関連する最も重要な出来事は

、聖霊による各弟子への個人的な新生でした。コ
リント人への第一の手紙12章で、パウロはこの問
題について論じています。前の節で霊の様々な賜
物について述べた後、彼はコリント人への第一の
手紙12章31節で次のように述べています。「 （最
上の賜物を熱心に求めなさい。しかし、さらに優
れた道があることを、私はあなたがたに示そう）
。」 この「さらに優れた道」こそが、その直後の
第13章の主題であり、使徒はそこで愛という徳性
にのみ焦点を当てています。愛は御霊の実の総括
であり、そこにはキリストにある新しいいのちの
成長が示されています（ガラテヤ5:22,23）。これ
こそが、さらに優れた道であり、聖霊のさらに優
れた働きであり、そしてペンテコステの最大の意
義であったのです。 

聖霊の働き 

パウロが「愛」と要約した聖霊の内なる働きは、
新約聖書の多くの箇所で言及されています。ロー
マ人への手紙第8章には、聖霊に関する詳細な論述
が含まれており、キリストの信徒たちに多くの啓
示と導きを与えています。この章だけでも、「聖
霊」あるいは「御霊」という言葉が約20回も登場
します。 ここで述べられている聖霊の働きは、10

の分野に分類することができます。 
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1. ローマ人への手紙8章1、2節は、聖霊を「律法」
、すなわちいのちの律法として語っています。ク
リスチャンは聖霊――いのちの律法――を持たな
ければなりません。さもなければ、新しい被造物
は死んでしまいます。これらの節には次のように
記されています。「それゆえ、キリスト・イエス
にある者には、もはや罪の宣告はない。 ……キリ
スト・イエスにあるいのちの御霊の律法が、私を
罪と死の律法から解き放ったからである。」この
箇所は、聖霊がいのちの「律法」であると述べて
いるだけでなく、イエスの足跡をたどる者たちを
、彼らが以前従っていたもう一つの律法――すな
わち「罪と死の律法」――から解き放ったことも
示しています。 

2. 聖霊は、人が歩み、考える際の力となるもので
す。ローマ人への手紙8章4～6節は、これを次のよ
うに明らかにしています。「それは、肉の行いに
従わず、御霊に従って歩む私たちの中で、律法の
義が に成就されるためです。なぜなら、肉の行い
に従う者は肉の事柄を思い巡らし、御霊に従う者
は御霊の事柄を思い巡らすからです。肉の思いは
死であり、御霊の思いはいのちと平安です。」 

3. 聖霊による新生は、「あなたがたのうちにキリ
ストがおられること、すなわち、栄光の希望」（
コロサイ人への手紙1:27）という考えを体現してい
ます。ローマ人への手紙8章9節、10節はこれに言
及し、次のように述べています。「もし神の御霊
があなたがたのうちに住んでおられるなら、あな
たがたは肉にあってはいないが、御霊にあってい
ます。もしだれでもキリストの御霊を持っていな
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いなら、その人はキリストのものではありません
。 また、もしキリストがあなたがたのうちにおら
れるなら、体は罪のために死んでいるが、御霊は
義のためにいのちである。」この神の聖霊、ある
いはパウロがさらに言及している「キリストの御
霊」は、その信徒たちの「うち」にいなければな
らない。キリストが文字通り私たちのうちにおら
れるわけではない。私たちの心の中にあり、私た
ちを動かすのは、キリストの生み出す御霊、すな
わちキリストの影響力である。ヨハネの手紙第一 
2:27 

4. 聖霊の第四の働きは、ローマ人への手紙8章11節
に次のように記されている。「もし、イエスを死
者の中からよみがえらせた方の御霊が、あなたが
たのうちに住んでおられるなら、キリストを死者
の中からよみがえらせた方は、あなたがたのうち
に住んでおられる御霊によって、あなたがたの死
すべき体をも生かしてくださる。」 聖霊は「生か
す」――すなわち、命を与えるのです。それは、
神に仕え、神の真理を理解し、受け入れられるい
けにえとなる機会を人々に与え、最終的には、死

に至るまで忠実な者たちに「いのちの冠」を与え
るのです。黙示録2:10 

5. 私たちの心に対する聖霊の働きは、堕落した肉
の行いを「死に委ねる」、すなわち死に至らせる
ことを助けてくれます。ローマ人への手紙8章13節
には、「もしあなたがたが肉に従って生きるなら
、死ぬことになる。しかし、もしあなたがたが御
霊によって肉の行いを死に委ねるなら、生きるよ
うになる」とあります。 
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6. 聖霊のもう一つの働きは、ローマ人への手紙8章
14節に記されています。「神の御霊に導かれる者
は、みな神の子です。」聖霊はクリスチャンを導
き、指し示します。これは、神が御自分の従う者
たちに対して示される摂理的な御手配と考えるこ
とができます。聖霊は、狭い道の各段階において
従う者たちと共に歩むことによって、この御手配
を実現されるのです。 ある賛美歌の作詞家は、「
光の中を独り歩くよりは、神と共に暗闇を歩むこ
とを選ぶ」と記しています。神の民がこう言える
のは、彼らの人生を導き、指し示すのが聖霊――

すなわち神の摂理的な働きと力――であるからで
す。 

7. 聖霊による新生は、子としての身分を確かなも
のとする保証です。ローマ人への手紙8章15節には
、「あなたがたは、再び恐怖に陥る奴隷の霊を受
けたのではなく、養子としての霊を受けたのです
。それによって、私たちは『アバ、父よ』と叫ぶ
のです。」と記されています。聖霊は、キリスト
の従者たちに、彼らが神の子であることをどれほ
ど確かな保証として与えてくださるでしょうか！ 

8. ローマ人への手紙8章16節には、「御霊ご自身が
、私たちの霊とともに、私たちが神の子であるこ
とを証ししてくださる」とあります。 これは、献
身によって主に奉献された私たちの霊、心、動機
が、いわば神と同じ「波長」にある、すなわち聖
霊と共に「証し」をしているという主張です。こ
れらが共に証しをする時、それは、神が聖霊を通
して私たちに意図しておられるのと同じ目的を、
私たちも持っているという宣言なのです。 



2026年6月 17 

9. 聖霊は、私たちが肉体に宿っている間、現世の
試練や「うめき」を分かち合うことを妨げること
はありません。確かに、神の力はあらゆることを
成し遂げることができ、神は聖霊を用いて、私た
ちが試練や肉のうめきを経験することを防ぐこと
もできたかもしれません。 しかし、それは私たち
の最善の利益には （適さない）のです。聖霊のこ
の側面は、ローマ人への手紙8章23節に示されてい
ます。「私たち自身、御霊の初穂を受けた者とし
て、御子の身分に受け入れられること、すなわち
、私たちの体の贖いを待ち望みながら、心の中で
うめき声をあげているのです。」 

10. ローマ人への手紙8章26、27節にはこうありま
す。「御霊もまた、私たちの弱さを助けてくださ
います。私たちは、どのように祈るべきかを知り
ません。しかし、御霊ご自身が、言葉に表せない
うめきをもって、私たちのために執り成してくだ
さいます。そして、心を探られる方は、御霊の思
い（ギリシャ語：志向）がどのようなものである
かを知っておられます。なぜなら、御霊は神の御
心に従って、聖徒たちのために執り成してくださ
るからです。」 聖霊は、私たちの霊と共に証しを
なさることで、私たちが望むように父なる神に祈
ることが難しい時や、何を祈るべきか分からない
時に、私たちを助けてくださいます。この聖句が
述べているように、聖霊は「神の御心に従って」
執り成してくださるのです。 

御霊に満たされる 

使徒パウロは、御霊を「消してはならない」――

すなわち、新しい被造物としての命を与える力を
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故意に拒んではならない――と私たちに警告して
います（テサロニケ人への手紙第一 5:19）。この
点に関しては、たとえわずかな自己中心的な態度
であっても警戒しなければなりません。パウロは
エペソ人への手紙4章30節で、「神の聖霊を悲しま
せてはなりません」と述べています。 むしろ、私
たちは神の影響力と力を可能な限り最大限に受け
取るよう努め、「御霊に満たされる」べきです（
エペソ5:18）。こうして、「死に至るまで」忠実で
あることによって、私たちはペンテコステの意義
と、イエスの犠牲、苦難、そして天の父への奉仕
という足跡に従うために人生を捧げたクリスチャ
ンたちにもたらされる祝福を、真に理解すること
ができるのです。 
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インターナショナル・バイブル・スタディー
ズ  

6月7日のレッスン 

デボラとバラク 

主要聖句：「そのころ、ラピドトの妻である預言
者デボラがイスラエルを裁いていた。彼女はエフ
ライムの山地、ラマとベテルの間にあるデボラの
ヤシの木の下に住んでおり、イスラエルの民は裁

きを求めて彼女のところへ上って来た。」 

士師記 4:4,5 

 選読箇所： 

士師記 4:1-24; 5:1-3 

80年にわたる平和と祝福の時代を過ごした後、イ
スラエルは不忠実であったため、ヤビン王とその

将軍シセラの手によるカナン人からの迫害に遭っ
た。しかし、神の摂理により、敬虔な女性が指導
者の地位に立てられた。彼女は預言者であり、イ
スラエルの士師であったデボラであった。 

「ヤシの木の下」に座っていたデボラ（主要聖句
に記されている通り）は、人々の相談相手として
求められた。彼女は並外れた知恵と誠実さ、そし
て勇気を持つ女性であった。イスラエルの悲惨な
状況を把握したデボラは、戦士バラクを訪ねた。 

彼女は彼に言った。「イスラエルの神、主は、『
行ってタボル山に集まり、ナフタリの子らとゼブ
ルンの子らの中から一万人の兵を連れて行きなさ
い』と命じられたではないか。そうすれば、わた



 

  夜明け 20 

しは……ヤビンの軍隊の長シセラを、その戦車と
大軍と共に、あなたのところへ引き寄せて、あな
たの手に渡そう。」士師記4章6、7節 

バラクはこの言葉を以前にも聞いていたが、何も
しなかった。今、デボラの励ましを受けて、行動
を起こす時が来た。主の言葉は彼の信仰を奮い立

たせ、指導力を強めるのに十分であったはずだが
、バラクは依然として躊躇していた。彼はデボラ
に言った。「もしあなたが私と共に行くなら、私
も行きます。しかし、もしあなたが私と共に行か
ないなら、私も行きません。」 （士師記4:8）。バ
ラクの躊躇は、彼の信仰の弱さを示していた。デ
ボラはバラクと共にいくと宣言したが、その結果
もたらされる勝利と栄誉は、完全に彼のものでは
ないと告げた。彼女は言った。「確かにあなたと
共に参ります。しかし、あなたがたが成し遂げる
この戦いは、あなたの栄誉のためにはなりません
。主はシセラを女の手に渡されるからです。」士
師記4:9 

シセラとその軍勢、そして九百台の戦車に対する

戦いは、完全な大敗北となった。神は約束どおり
、彼らをバラクの手に渡された。シセラは戦車を
捨て、徒歩で逃げようとした。主は、イスラエル
の別の勇敢な女性が彼を待ち受けるよう仕組まれ
た。ヘベルの妻ヤエルは、逃亡者となったシセラ
を自分の天幕に避難するよう招き入れた。彼女は
彼に乳を飲ませ、その後、彼を覆って寝かせた。 

士師記 4:13-19 戦いで疲れ果てたシセラは、深い眠
りに落ちた。ヤエルは片手に天幕の杭、もう片手
に槌をしっかりと握りしめた。彼女は、イスラエ



2026年6月 21 

ルの敵であり圧制者であるシセラが眠る天幕に入
り、その杭を彼のこめかみに突き刺して地面に打
ち込んだ。 （士師記4:21,22）。こうしてイスラエ
ルの勝利は完全なものとなり、デボラが預言した
通り、シセラは「女の手」によって倒されたので
ある。 

デボラとバラクは、それぞれ異なる視点から私た
ちに大切な教訓を教えてくれます。神が私たちに
命じられるとき、私たちは速やかに従うべきです
。デボラは 神の御心を行うことに忠実であり、確
固たる決意を持っていました。彼女は大きな祝福
を受け、神の御言葉における信仰の模範とされま
した。バラクの経験は、たとえ私たちの信仰が弱
くても、神が勝利を与えてくださることを教えて
くれます。 「私たちの主イエス・キリストによっ
て、私たちに勝利を与えてくださる神に感謝しま
す。」コリント人への手紙第一 15:57 
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国際聖書研究  

6月14日のレッスン 

ハンナの祈りが聞き入れられ
る 

鍵となる聖句：「やがて、ハンナが身ごもって、
その時期が来ると、彼女は男の子を産み、その名
をサムエルと名付けた。そして言った。『私は主

から彼を願ったからです。』」 

サムエル記上 1:20 

関連聖句： 

サムエル記上 1:1-28; 2:1-11 

イスラエルに王が立つ以前、エルカナという男が
いた。彼にはペニナとハンナという二人の妻がい
た。ペニナには子供があったが、ハンナにはいな
かった。毎年、エルカナは家族を連れてシロへ行
き、主に礼拝し、いけにえをささげ、そのいけに
えの一部を家族一人ひとりに与えた。エルカナは
ハンナを深く愛していたので、彼女には二倍の分
を与えた。  

しかし、ペニナはハンナに子供がいなかったこと
を嘲り、この残酷な仕打ちは年々続き、ハンナは
泣き、食事も口にしなくなった。 ついにある年、
ハンナは神にひそかに祈り、こう誓った。「全能
の主よ。もしあなたが、このしもべの苦しみを見
て、私を覚えてくださり、このしもべを忘れずに
息子を授けてくださるなら、私はその子を、その
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生涯のすべての日、主にささげます。また、その
頭には決して剃刀を当てさせません。」（サムエ
ル記上 1:1-11） 

神はハンナの祈りを聞き入れられた。翌年、彼女
は男の子を授かり、サムエルと名付けた。（サム
エル記上 1:19,20）。神に立てた、息子の頭に剃刀

を当てないという誓いは、ナジル人の誓いであっ
た。これは「特別な誓い、主への聖別を誓うもの
」であった。 この誓いの一環として、髪を切らな
いことに加え、ぶどう酒を飲んではならず、ぶど
うの木から採れたものも食べてはならないと定め
られていた。この誓いを立てた者は、近親者を含
め、いかなる死体にも触れてはならないとされた
。（民数記6:1-21）。人がナザレ人の誓いの下に身
を置く間、その人は「主の聖なる者」であった。
（民数記6:8） 

ハンナという名は、「恵み」または「恩寵」を意
味します。主の信徒たちにはこう告げられていま
す。「あなたがたは、恵みにより、信仰によって
救われたのです。それは、自分自身から出たもの

ではなく、神の賜物です。行いによるものではあ
りません。だれも誇ることがないようにするため
です。」 （エペソ人への手紙 2:8,9）。ハンナは祈
りの人生を送りました。彼女は悩みがある時にも
祈りました。また、感謝の気持ちがある時、例え
ば、自分の子サムエルを大祭司エリに捧げた時に
も祈りました。サムエル記上 2:1-11 

パウロの勧告はこうです。「何事も心配しないで
、あらゆる事について、祈りと願いと感謝をもっ
て、あなたがたの願い事を神に申し上げなさい。
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そうすれば、人の知力をはるかに超えた神の平安
が、キリスト・イエスにあって、あなたがたの心
と思いを守ってくださいます。」 （ピリピ人への
手紙 4:6,7）。私たちは、希望と信頼を完全に神に
置き、喜びの心を持って、神の約束に即して願い
求め、絶えず祈るべきです。そうすれば、神の平
安を得て、神の摂理がどのようなものであれ、「
あらゆる な状況において」感謝することができる
ようになるでしょう。テサロニケ人への第一の手
紙 5:16-18 

ハンナは神に大きな犠牲を捧げました。彼女は息
子サムエルを、生涯を通じて主に完全に献身する
というナジル人の誓いを守る者として神に捧げた
のです。 今日、神に奉献されたキリストの弟子た
ちもまた、この悪しき世の「死んだもの」から離
れることを含め、神への完全な献身を誓う生涯の
誓いを立てています。彼らはその代わりに「キリ
ストを身に着け」、聖霊の実と恵みを育んでいま
す。ガラテヤ人への手紙 3:27；エペソ人への手紙 

4:24；コロサイ人への手紙 3:10-17 
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国際聖書研究  

6月21日のレッスン 

ヨナタンとダビデ――忠実な
友 

鍵となる聖句：「ヨナタンはダビデに言った。『
安心して行きなさい。私たち二人は主の御名によ
って誓い合ったのです。「主が、私とあなたとの
間、また私の子孫とあなたの子孫との間に、永遠
にいてくださいますように」と。ダビデは立ち上

がって去り、ヨナタンは町へ戻った。」 

サムエル記上 20:42  

関連聖句：  

サムエル記上 18:1-9; 19:1-7; 20:1-42 

数世紀にわたり士師たちの統治を受けてきたイス
ラエルは、周囲の他の国々と同じようになるため
に、王を望んだ。神はモーセに、この日が来るこ
とを告げ、そのような王に求められる条件を定め
ておられた。（申命記17:14-20）。サムエルは、サ
ウルによる王国の樹立において重要な人物であっ
た。 後に、神への不従順を理由にサウルから王位
が奪われ、神の心にかなう者が後を継ぐことにな
ると告げたのもサムエルであった。（サムエル記
上13:13,14）。また、神が「立ち上がって、彼に油
を注げ。この人こそがそれである」と命じられた
時、ダビデに油を注いだのもサムエルであった。
（サムエル記上16:12,13）   
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この油注ぎの結果、主の霊がダビデに力強く臨ん
だ一方で、サウルからは離れていった。王の憂鬱
な様子に気づいた家来たちは、ダビデを呼び寄せ
、竪琴を弾かせた（ ）。こうして、病める指導者
に音楽による安らぎをもたらした。サウルはダビ
デの働きを重んじるようになり、彼を自分の盾持
ちとした。（サムエル記上 16:14-23） 

これらの出来事の重要な結果の一つは、ダビデが
父であるサウルとイスラエルの民に対して行って
いた偉大な奉仕に対する、サウルの息子ヨナタン
の反応であった。「ヨナタンはダビデの魂と深く
結びつき、彼を自分の魂のように愛した。……そ
こで、ヨナタンはダビデを自分の魂のように愛し
ていたので、二人は契約を結んだ。」 （サムエル
記上18:1,3）。こうして、私たちのキー・ヴァース
の言葉にも示されているように、神への奉仕に対
する相互の愛に基づいた友情が築かれたことがわ
かります。 

この友情はまもなく試練にさらされることになる
。ダビデがペリシテ軍を打ち破った後、民はこう

叫んだ。「サウルは千人を殺し、ダビデは万人を
殺した。」 （サムエル記上 18:7）サウルは激怒し
、ダビデに対して陰謀を企てようと考えた。しか
し、ダビデがイスラエルの敵に対して次々と戦い
に勝利するにつれ、サウルは彼を排除するための
より直接的な手段に踏み切った。彼は息子のヨナ
タンと家来たちに、ダビデを殺すよう命じた。サ
ムエル記上 19:1 

ヨナタンは父を愛しており、四人の息子の長男と
して、イスラエルの次期王となる立場にあった。
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しかし、彼の最大の忠誠はイスラエルの神に向け
られていた。サムエル記上19章4節に記されている
ように、ヨナタンはサウルに、国に計り知れない
功績を立て、一貫して揺るぎない忠誠を尽くして
きた男の命を奪おうとするのは大罪であると告げ
た。 ヨナタンの言葉は、衝動的な父の心に良い影
響を与えた。サウルは誓いを立てて、敵意ある企
てを断念した。（サムエル記上19章6、7節）。こ
うして、ヨナタンの取り成しによって、一時的な
和解がもたらされ（ ）、ダビデは王とイスラエル
の民に仕えるために戻った。 

以上の出来事から、兄弟たちへの愛の土台を築く
ことについて、かけがえのない教訓を見出すこと
ができる。「人がその友のために自分の命を捨て
ることほど、大きな愛はない。」ヨハネ15:13 
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国際聖書研究  

 

6月28日のレッスン 

勇敢な預言者アモス  

鍵となる聖句：「主は、私が羊の群れを飼ってい
るところへ来て、私に言われた。『行け、わたし

の民イスラエルに預言せよ。』」 

アモス書 7:15  

選読箇所： 

アモス書 1:1; 2:6-16; 3:1-15; 7:10-17; 9:11-15 

アモスはテコアの出身で、そこはベツレヘムの南
約6マイルの場所にありました。しかし、彼は明ら
かに北へ旅して十部族王国の領土に入り、そこで
宣教活動の大部分を行いました。アモスは、イス
ラエルの罪のために降りかかるであろう悲惨な災
いを予告し、その忠実さゆえに迫害を受けました
。アモス書 2:6-16; 7:10-17 

主はアモスを通してイスラエルにこう言われた。
「地のすべての氏族のうち、わたしが知っている
のはあなたたちだけである。それゆえ、わたしは
あなたがたのすべての不義のために、あなたがた
を罰する。」 そこで、「二人が共に歩むには、互
いに合意しなければならないのではないか」（ア
モス3:2,3）という問いが投げかけられる。ここで

の要点は、主がイスラエルを独占的にご自身の民
とされた以上、彼らに揺るぎない忠誠を期待して
おられたということである。もし彼らがそのよう
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に主を礼拝し、仕えようとしないならば、厳しい
懲らしめを受けることになる。 

アモス書の第九章、すなわち最終章の11～15節に
おいて、神は預言者を通して、イスラエルの回復
と、「倒れたダビデの幕屋」の再建を予告される
。 使徒行伝15章13～18節で、使徒ヤコブはこの預

言を引用し、さらに「神は、世の初めから、ご自
身のすべてのわざを知っておられる」と付け加え
ています。神はご自身の計画のあらゆる側面に対
して、定められた時を持っておられます。すべて
の被造物は神の管轄下にあり、イスラエルとすべ
ての国々に対する神の御旨はすべて成就されるの
です。イザヤ書55章11節 

今日、主の民はアモスのように沈黙を強いられる
ことなく、愛をもって真理を語り、とりわけ義と
平和の御国の希望を語らなければならない。 アモ
スの預言の結末、そしてヤコブによるその言及は
、キリストの統治下における神の御国の確立によ
って完全に成就する。その時、「残された人々」
は主を呼び求め、祝福を受ける機会を与えられる

のである。使徒行伝15:16,17 

間もなく到来するこの約束の時について、私たち
は次のような言葉を目にします。「もはや、隣人
に教えたり、『主を知れ』と互いに言い合ったり
することはない。なぜなら、彼らの中で最も小さ
い者から最も大きい者まで、皆がわたしを知るよ
うになるからだ。わたしは彼らの不義を赦し、も
はや彼らの罪を覚えはしない。」 （ヘブル人への
手紙 8:11,12）。これらの約束は、まずイスラエル
に与えられ、その後、すべての国々に広がってい
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くでしょう。全人類は、キリストと、その栄光に
包まれた教会、すなわち共に「王なる祭司」であ
る者たちの助けを受けることになるのです。 （ペ
テロの手紙一 2:9）。この時、また「地は主の知識
で満たされる」のです。私たちはまた、神の知識
が極めて明瞭に示されるという確信を持っていま
す。それは「旅人、たとえ愚か者であっても、そ
の道で迷うことはない」ほどにです。イザヤ書 
11:9; 35:8 

私たちの前に広がっているのはなんと栄光に満ち
た展望でしょうか。私たちはこれに常に感謝すべ
きであり、それは天の父が愛する御子を遣わして
くださったことによって可能となったのです。（
ヨハネ3:16；ローマ6:23）。罪も、殺し合いも、憎
しみも、「戦争や戦争の噂」もなくなった世界が
どのようなものになるか、少し考えてみてくださ
い。 （マタイ24:6-7）。アモスは、イスラエルの
不忠実について語るのに勇気が必要でした。それ
にもかかわらず、彼は、イスラエルと全人類の未
来への希望ゆえに、喜びも持っていたと確信でき
ます。 
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キリスト者の生活と教理 

確証された約束 

「アブラムは顔を地に伏せた。神は彼に語りかけ
て言われた。『わたしにあっては、見よ、わたし
はあなたと契約を結ぶ。あなたは多くの国民の父
となる。もはやあなたの名はアブラムと呼ばれず
、あなたの名はアブラハムとなる。わたしはあな

たを多くの国民の父としたからである。』」 

創世記 17:3-5 

創世記の記述は、聖書を真摯に学ぶ者にとって極
めて重要です。そのページには、人類の救い、そ
してやがては地上のすべての氏族への祝福という
、神の計画の基礎が記されています。したがって
、私たちはその記述を注意深く検討し、聖書全体
に見られる記録との調和を確認することが大切で
す。今回の考察では、創世記第16章、第17章、第
18章に焦点を当てます。 

これら三章において、後にアブラハムと呼ばれる

アブラムに対する神の御業を学ぶ際、「子孫」に
関する神の約束を心に留めておくことが重要です
。アブラムには子孫が与えられ、その子孫は神の
計画において重要な位置を占めることになってい
ました。この約束が最初にこの族長に与えられた
時、彼の妻であるサライ（後にサラと呼ばれる）
には子供がいませんでした。 それにもかかわらず
、二人は共に神の約束を信じ、子供が生まれるの
を辛抱強く待ち続けました。しかし、子供は生ま
れませんでした。創世記16章1節 
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それは長い待ち時間でした。そもそも、約束がな
されてから、彼らがカナン地に入る直前にアブラ
ムの父テラが亡くなるまでの間に、かなりの時間
が経過していました。 それからさらに10年が過ぎ
ましたが、依然として子供は授かりませんでした
。 サライは不妊である上に、すでに年を重ねてお
り、約束の子の母となるという彼女の信仰は薄れ
始めていた。どうやら、彼女は子孫に関する神の
計画については依然として信じていたものの、自
分がその母となることが神の御心なのかどうか、
疑問を抱き始めていたようだ。 

こうしたことを考え、可能であれば主に協力した
いと願った彼女は、アブラムに、自分の女中であ
るハガルが彼の子の母となることを提案した。今
日のキリスト教の基準からすれば、これは非倫理
的な行為と見なされるかもしれないが、当時にお
いては不適切とは考えられていなかったようだ。 

いずれにせよ、主はこの件についてサラもアブラ
ムも叱責されなかったが、主はこの関係から生ま
れた子を約束の子とは認めなかった。創世記16章2

、3節 

しかし、世俗的な観点から見れば、サライの提案
はこの問題に対する満足のいく解決策とはなりま
せんでした。サライにとって全く予期せぬことで
したが、ハガルが子を宿すことを知るとすぐに、
彼女は主人の妻を軽蔑し始めました。当時、子を
産む能力は非常に高く評価されており、ハガルは
明らかに自分がサライよりもはるかに優れている
と感じ始め、それに応じて振る舞ったのです。創
世記16章4節 
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サライはこの状況をアブラムに報告し、「私の不
運はあなたに降りかかる」と叫び、この事態の責
任をアブラムになすりつけようとした。（創世記
16:5）。サライは当初、もしハガルが子を産んだと
しても、自分が何らかの形でその子の養母となり
、ハガルは母親としての権利を主張せずに身を引
くものだと期待していた可能性が十分にある。 し
かし今や、 サライはハガルの態度から、そのよう
な取り決めには望みがないと悟り、アブラムのた
めに子孫を得るためにこの方法を提案したのは賢
明ではなかったと気づくに至った。 

アブラムもまた、事態が期待通りに進んでいない
ことを悟り、サライへの忠誠から、彼女がハガル
をどう扱うかについては、すべて彼女の裁量に委
ねた。 創世記16章6節によると、サライはハガルに
厳しい仕打ちをしたが、おそらくそれは彼女の務
めや仕事を増やすという形だったのだろう。一部
の歴史学者は、当時の法律の下では、ハガルを売
って手放すことは違法であったと主張している。
したがって、おそらくそれが彼女の負担を増やし
た理由であり、彼女が家を出て逃げ出すことを期
待していたのだろう。そして、まさにその通りに
なったのである。 

神の介入 

この時、主はこの件に介入された。主の御使い、
すなわち使者は、「シュルへの道にある泉のそば
」でハガルを見つけた。シュルとは、エジプトと
カナンを隔てる巨大な要塞壁の名であった。明ら
かに、ハガルはエジプトにいる自分の民のもとへ
戻ろうとしていたが、主が介入され、御使いを通
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して彼女に、戻って女主人のもとに服従するよう
命じられた。 創世記 16:7-9 

すると、その天使は驚くべき預言を語った。「主
の御使いは彼女に言った。『わたしはあなたの子
孫を大いに増やし、その数は数えきれないほどに
する。……見よ、あなたは身ごもっており、男の

子を産む。その名をイシュマエルと名づけなさい
。主があなたの苦しみをお聞きになったからであ
る。』」 （創世記16:10,11）歴史家たちは、中東
のアラビア諸国の人口の大部分 がイシュマエルの
子孫であるという点で、ほぼ一致しているようだ
。 

ハガルは、主の御使いの訪問に深く感銘を受けた
。 天使が彼女を見つけた井戸はベエル・ラハイ・
ロイと呼ばれており、ヘブライ語で「私を見守っ
てくださる生ける方の井戸」という意味である。
ハガルは、主が自分を見守っておられたこと、ま
た、アブラムとサライからは逃げ出したものの、
アブラムの神からは逃れることができなかったこ
とを悟ったようだった。彼女は女主人のもとに戻

り、やがてイシュマエルが生まれた。創世記16:13-
16 

この出来事には、サライにとっても、そして主に
仕えようと努めるすべての人にとっても、一つの
教訓があった。それは、試練から逃げ出そうとし
たり、無理やり追い払おうとしたりしても、何一
つ成し遂げられないという教訓である。 サライの
信仰の欠如が彼女の人生に厳しい試練をもたらし
、彼女はハガルを追い出してその試練を排除しよ
うと考えた。しかし、主はその経験を彼女のもと
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に再び戻された。おそらくこの経験は、ハガルの
態度も和らげたのだろう。いずれにせよ、聖書の
記録によれば、この後、二人の女性は15年から17

年間共に暮らした。 

神の契約の再確認 

それから13年が過ぎ、創世記17章1節にはこう記さ

れています。「アブラムが九十九歳になったとき
、主はアブラムに現れて言われた。『わたしは全
能の神である。わたしの前に歩み、完全であれ。
』」 アブラムが「完全」であるべきだという神の
言葉は、より正確には「完全、あるいは正直」と
読むべきである。アブラムは堕落し、死に向かっ
ている人類の一員であり、行いの完全さは彼の能
力をはるかに超えたものであった。 それにもかか
わらず、彼は主の前で正直であることはできた。
これは神の民すべてにとって可能なことであり、
これに満たないものは主にとって受け入れられな
い。 

創世記17章2～8節において、神は以前結ばれた契
約をアブラムに再確認させ、その特徴のいくつか

をさらに詳しく説明された。神の計画の展開に関
連して名前に込められた意味の重要性に即して、
主は「高き父」を意味するアブラムの名を、「多
くの民の父」を意味するアブラハムへと変えられ
た。 契約の当初の宣言は、約束された子孫を通し
てすべての国々に祝福がもたらされることを保証
していましたが、これらの節において、主はその
考えをさらに深め、アブラハムが「多くの国々の
父」となり、それによって祝福されることを約束
されました。「父」という言葉は「命を与える者
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」を意味し、これは、国々がアブラハムの子孫を
通して受ける祝福が、すなわち「命」の祝福であ
ることを神が説明された方法でした。 

使徒パウロはこの約束を引用し、神がアブラハム
に与えた約束に対して「アブラハムの信仰」を行
使する者はすべて、それによって彼の「子孫」と

なる資格を得ると示しています（ローマ人への手
紙4:16-18）。この子孫の中には地上の者もいれば
天上の者もいますが、パウロが強調する重要な真
理は、アブラハムの子孫となるために、必ずしも
アブラハムの肉親の子孫である必要はないという
ことです。 

「あなたから王たちが生まれる」と、神はアブラ
ハムに約束されました。（創世記17:6）。数世紀後
、イスラエルの王たちはアブラハムの血統から生
まれました。しかし、この約束の主要な成就は、
アブラハムの霊的な子孫、すなわち頭であるイエ
スと、その体である教会に関連しています。 （ガ
ラテヤ人への手紙3:16,27-29；コロサイ人への手紙
1:18）。 イエスは王の王となり、その教会は彼と

共に千年の間、王として統治するでしょう。黙示
録5:10; 20:6 

創世記17:8は、この時アブラハムがカナンに住んで
いたにもかかわらず、彼はその地において「寄留
者」、すなわち旅人であったと述べている。アブ
ラハムは、神が彼に約束された地を所有すること
なく死んだ。イサクもヤコブもまた、その地を所
有することはなかった。 （ヘブル人への手紙 11:8-

10,13）。それにもかかわらず、アブラハムの地上
の子孫は、復活によって命に甦った時、その地を
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所有することになる。神の約束のいくつかがどの
ように成就されるかを解き明かそうとする際、混
乱や誤りに陥らないよう、神の御言葉を学ぶ際に
は、神の永遠の視点に留意することが最も重要で
ある。 

割礼――神の契約のしるし 

創世記17章10-14節において、割礼に関する神の指
示は、神とアブラハムとの間の「契約のしるし」
として与えられた。パウロは、割礼を、アブラハ
ムがすでに神とその約束に対して示した信仰の「
しるし」であり、また、同じ信仰の歩みを踏むす
べての人々のためのものとして語っている。ロー
マ人への手紙4章11、12節 

新約聖書において、割礼は心の純粋さと目的の清
さを象徴するものとして用いられています。これ
は、主がアブラハムに対して「正しい者」となる

よう命じられた言葉に含まれる考えとほぼ同じも
のです。アブラハムの霊的な子孫は、文字通りの
割礼の儀式を行うよう求められてはいませんが、
心を清め、肉のあらゆる不純さを捨て去るよう戒

められています。 パウロは次のように記していま
す。「割礼とは、文字によるものではなく、霊に
よる、心におけるものであり、 、人の称賛ではな
く、神の称賛によるものです。」「あなたがたは
、キリストの割礼によって、肉の罪の体を脱ぎ捨
て、人の手によらない割礼を受けたのです。」ロ
ーマ人への手紙 2:29；コロサイ人への手紙 2:11 

包括的なアブラハムの契約のしるしが割礼である
ことは、ふさわしいことです。割礼が何を意味す
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るかという新約聖書の説明を考慮すると、主の御
前で心と動機が清くあり、主の約束と律法の義に
対する揺るぎない信仰に基づいて初めて、アブラ
ハムの契約の下で約束された祝福を受けることが
できるということです。 

サライの名が変えられる 

創世記17章に戻ると、15節と16節で主はアブラハ
ムに、サライの名前をサラに変えることを明らか
にされた。これは、彼女が王たちの母となること
から、「高貴な女性」を意味する。使徒パウロは
、サラが主によって王たちの母と見なされる理由
について、彼女がアブラハムの霊的な子孫が育ま
れる契約を象徴しているからであると説明してい
る。 したがって、サラは、アブラハムが象徴的な
父であるのと同じ王たちの母である。これらは、
パウロが「約束の子ら」と呼ぶ王たちであり、地
上のすべての氏族の祝福のために千年間統治する
ことになる。ガラテヤ人への手紙4章22-31節 

約束されたイサク 

アブラハムは神の約束に対して大きな信仰を持っ
ていましたが、それは完全な信仰ではありません
でした。時折、その信仰は揺らぎましたが、その
一例が創世記17章17節、18節に記されています。 

サラが不妊であったにもかかわらず、神が最初に
約束をされた時、アブラハムは、当時サラがまだ
若かったため、彼女が息子を産むと信じる信仰を

持っていました（ ）。しかし今や、不妊であるこ
とに加え、彼女は九十歳になっていました。主が
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今回、サラが息子を産むと告げられた時、アブラ
ハムは「顔を地に伏せて笑った」のです。 

この箇所が示すように、アブラハムは心の中で、
そのようなことが実現するとは疑っていた。そし
て地面から立ち上がり、主の前に嘆願した。「ど
うかイシュマエルがあなたの御前で生き続けます

ように！」。この嘆願の意図は、イシュマエルが
約束の子となることにあるようだ。 神はアブラハ
ムに、イシュマエルは生き残り、大いなる国民の
父となることを確約された。しかし、約束の子に
関しては、サラが子を産み、その名はイサクとさ
れ、彼が約束の契約の相続人となることが定めら
れていた。創世記17:18-21 

21節によると、イサクは「来年のこの定められた
時期に」生まれることになっていた。これはアブ
ラハムにとって極めて重要な時期の預言であった
。彼は神が子孫を与えるという約束を果たされる
のを長い年月待ち続けてきたが、その時まで、そ
の待ち時間がいつまで続くのかについて、何の示
唆も与えられていなかった。 神は、この同じ「待

ち」という試練を通して、御自分の民のほとんど
全員の信仰を試されてきました。復活後のイエス
に、弟子たちは「今こそ、イスラエルに王国を回
復してくださるのですか」と尋ねました。イエス
は答えられました。「父がご自身の権威に委ねて
おられる時や時期は、あなたがたが知るべきこと
ではありません。」使徒行伝1章6、7節 

期待される出来事が起こる時が近づくと、主はし
ばしばその秘密をしもべたちに明らかにされます
。ノアは箱舟の建造に長い年月を費やしましたが
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、おそらく洪水 がいつ来るのかという明確な見当
もつかなかったでしょう。しかしついに主は、「
七日後に、わたしは雨を地上に降らせる」と言わ
れました。 （創世記7:4）。今、アブラハムに対し
ても、主は「来年のこの定められた時」と告げら
れた。サラが息子を産む可能性は低いとアブラハ
ムが心の中で考えていたことを踏まえると、主は
彼の信仰を強める手段として、この明確な情報を
与えられたのかもしれない。 

創世記第17章の最後の節には、アブラハムが「契
約のしるし」である割礼に関する主の指示に即座
に従ったことが記されている。「その日」、彼は
自分自身と息子のイシュマエルを含め、家中のす
べての男子に割礼を施した。（創世記17:23-27）。 

聖書には、主が即座の従順を喜ばれるという多く
の証拠があります。アブラハムの場合、この即座
の行動は、サラに関する神の約束への信仰が回復
されたこと、そして契約における自分の役割に関
わるあらゆる細部を遂行したいと願っていたこと
を示唆しています。 

神がアブラハムに現れる 

マムレはアモリ人であり、以前、アブラハムが甥
のロトを救出した際に彼に加わった人物であった
。（創世記14:13）。創世記18章1節における「マ
ムレの平野」という表現は、明らかにマムレが所
有していた平野を意味している。なぜなら、アブ
ラハムはその地における単なる旅人であったから
である。しかし、どうやら彼はマムレをはじめと
する多くのカナン人とは友好的な関係にあったよ
うだ。 
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本文には「主がアブラハムに現れた」と記されて
いるが、後にこの現れは、主の使者として遣わさ
れた「三人の男」の訪問であることが明らかにな
る。 （創世記18:2）。このような表現は、聖書に
おいて主が人類と関わる際、非常に頻繁に用いら
れている。 人間には、神を見て生き残ることはで
きない。（出エジプト記33:20）。しかし、神が使
者たちを遣わす際、神は、彼らが訪れる人々が使
者たちを尊厳をもって扱い、彼らが伝えるメッセ
ージを真剣に受け止めることを期待しておられる
。 

アブラハムを訪れたこの「三人の男」は、天使、
すなわち霊的存在であり、族長と自由に会話でき
るよう、物質的な姿をとっていたのである。新約
聖書において、使徒パウロは彼らをそのように呼
び、また暗にアブラハムの歓待を模範として挙げ
ており、「旅人をもてなすことを怠ってはならな
い。ある人々は、知らずに天使をもてなしたこと
があるからである。」（ヘブライ人への手紙13:2） 

アブラハムの歓待 

予期せぬ訪問者たちに居心地よく過ごしてもらい
たいというアブラハムの強い願いを理解するには
、彼の立場に立って考える必要があります。彼が
住んでいたのは、毎日何千人もの人々が行き交う
賑やかな大通りではありませんでした。むしろ、
彼は「平原」のテントの中で暮らしていたのです
。テントの前を通りかかる見知らぬ人が一人もい
ない日が、何日も続くことも十分にあり得たので
す。 そこに三人の男が現れ、彼らは皆、相当な重
要人物であることを示唆していました。 
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アブラハムにとって、これは特別な出来事であり
、彼はこの機会を最大限に活かしたいと願ってい
た。アブラハム自身、その地域では重要な人物で
あり、物事を成し遂げたい時には指示を出すこと
に慣れていた。彼はサラに、この特別な訪問者た
ちのために食事を用意するよう な指示を出した。
また、子牛を解体して食事の準備をするよう命じ
た若者に対しても、同様のことが言える。 創世記 
18:6,7 

アブラハムは、この三人の男の訪問に少なからぬ
興奮を露わにした。記録によれば、彼は「群れの
もとへ走って行き」、食べても柔らかいと分かっ
ている子牛を自ら選んだと記されている。 主が遣
わした使者たちによる訪問は、アブラハムにとっ
て珍しいことではなかった。使徒パウロは「知ら
ずに天使をもてなした」と説明しているが、アブ
ラハムは、この三人の男たちが自らを明かしてい
る以上の存在であると見抜いていた可能性は十分
にある。いずれにせよ、彼は親切で気前の良いも
てなし人であることを示し、サラも進んで彼に協
力したようだ。 

サラへのメッセージ 

アブラハムは客たちが食事をしている間、立ち続
けていた。つまり、彼は使用人の役割を引き受け
ていたのである（創世記18:8）。食事中、三人の男
たちはサラの行方を尋ねた。サラは食事の準備を
手伝っていたものの、この時点までは明らかに姿
を見せないようにしていたようだ。 すると、訪問
者たちの代表がアブラハムに言った。「来年の今
頃、私は必ずあなたのところに戻ってくる。その
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時、あなたの妻サラには男の子が生まれるだろう
。」創世記18:10 

どうやら、そのテントは男たちが食事をしていた
場所から遠くなかったようで、サラはこの言葉を
聞いて「心の中で笑った」、つまり、私たちが言
うところの「独り笑った」のである。しかし、天

使は彼女が笑ったことを知っており、後でそのこ
とを取り上げたとき、サラは否定したが、天使は
言った。「いいえ、あなたは確かに笑った。」創
世記18:12-15 

「主にとって不可能なことなどあるだろうか？」
これが、この物語が私たちに与える実践的な教訓
である。これは、神の計画が実現していく過程に
おいて極めて重要な点である。おそらく、主がイ
サクが生まれるまでアブラハムとサラをそれほど
年老くさせた理由の一つは、すべての約束の成就
に責任を負うのは彼らではなく、主ご自身である
ことを示すためであったのだろう。 

今日のキリスト教界、そして過去何世紀にもわた
り、人々は誤って、地上の神の御計画の成功が人

間の努力にかかっていると考えてきました。 そう
ではないこと、そしてアブラハムの子孫を通して
地上のすべての氏族を祝福するという神の計画が
確実に成就することを、私たちは皆、喜ぶべきで
す。一見するとその逆のように見えるあらゆる状
況にもかかわらず、それは確実です。それは「私
たちの魂の錨となる希望であり、確かで揺るぎな
いもの」なのです。ヘブル人への手紙 6章19節 
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神はアブラハムを試される 

主は、ご自分のしもべたちを、彼ら自身や、彼ら
が特に心を寄せている人々に関わる事柄について
、ご自身の内なる思いに招き入れてくださいます
。大まかに言えば、真理に照らされた神の民は、
全人類に関心を持つべきです。彼らはアブラハム

の精神を持ち、神の計画――すなわち、アブラハ
ムの子孫を通して地のすべての家族が祝福される
という計画――に対して熱意を示すべきなのです
。 

主は、ソドムの都の甚だしい悪行ゆえに、それを
滅ぼすことを決心されていた。しかし、主はこの
機会を利用して、アブラハムがその都の民、とり
わけそこに住んでいた自分の親族であるロトとそ
の家族に対する関心を試された。 「私は、この計
画をアブラハムに隠すべきだろうか」と主は尋ね
られた。 「アブラハムは必ずや大いなる、力強い
国民となり、地上のすべての国民は彼を通して祝
福を受けることになるからだ。」創世記18:17,18 

この箇所は、神がご自分の僕たちが神の視点を理

解できるよう、彼らの知的な限界に配慮してくだ
さるという興味深い例を示しています。神がアブ
ラハムに語られた言葉を言い換えるなら、それは
、ソドムとゴモラの民が非常に邪悪であるという
報告を聞き、それを調査するために下って来られ
たことを意味しています。もし彼らが報告通り邪
悪であれば、神は間違いなく彼らを滅ぼすでしょ
う。 もちろん実際には、宇宙の創造主であり、天
と地の神である神が、必要な情報を得るために自
ら地上を訪れる必要などなかった。これは単に、
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アブラハムの理解力に合わせて語られたに過ぎな
い。 

アブラハムの執り成し 

アブラハムは、主がソドムとゴモラの滅亡を念頭
に置いていることを明らかに察知していた。彼は
、特にそこに義人が数人でもいることが判明した

ならば、その町を救うよう主へ熱心に懇願した。
アブラハムは最初、義人が五十人見つかれば町は
救われるかと尋ねた。彼がその数をさらに減らし
続けたのは、ロトとその家族のことを念頭に置い
ていたからかもしれない。創世記18:23-32 

主は、アブラハムが人数を次々と減らしていく中
でもその願いに応じることによって、アブラハム
に対する忍耐と、憐れみを示そうとする御心を示
された。結局のところ、必要な十人の義人さえ見
つからなかったため、両都市は滅ぼされた。創世

記19:24,25 

これは、地上のすべての国々を祝福するという神
の約束に照らして、重要な点を浮き彫りにしてい
ます。イエスは、ソドムとゴモラに対して悔い改
めを促すための努力がなされなかったことを示し
ています。もしそのような努力があったなら、イ
エスは説明されたように、それらの町は残され、
滅ぼされることはなかったでしょう。（マタイに
よる福音書11章23、24節） しかし最も重要なこと
は、イエスがまた、王国の裁きの日の期間におい
て、彼らにも悔い改め、行いを改め、命を得る機
会が与えられると説明されたことです。こうして
、アブラハムに与えられた「彼の子孫を通して地
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上のすべての民族が祝福される」という約束に調
和して、彼らもまた、世界の他の者たちと共に記
憶されるという事実の明確な例が見て取れます。 

この約束、そして神が人類に対してなされたすべ
ての約束が、まもなく成就することを、私たちは
どれほど待ち望んでいることか！ 
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